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櫨じめに

フィリピン､ルソン島の北東部を流れるカガヤン河は､流域面積が34.5km2とフィリピ

ン有数の河川であり､その下流域には､貝塚の数と規模において東南アジア有数の貝塚群

が廃見されている (東南アジア考古学会,1994)O貝塚遺跡群はその立地条件によって､(i)

標高 50mの石灰岩台地上､(2)標高 7-10mの河岸段丘上､(3)河岸から1-2kmの内陸低

地､の3つに分類されている (ノ州 f,2000)a (A)の貝塚からは､有文の赤色土器や方角石

斧などの人工遺物と､動物骨や種子などの自然遺物が出土している｡(2)の貝塚からは鉄器

時代に属する黒色土器が出土するほか､埋葬人骨､動物骨､植物遺体などが得られている｡

(3)の貝塚はまだ詳しい年代は分かっていないが､土器や方角石斧などの磨製石器が出土し

ておらず､この地域の土器出現以前に形成された可能性が高い (小川,1997)｡

フィリピンの先史時代は､先鉄器 (新石器)､鉄器､陶磁器の各時代が確藩されている0

本地域の貝塚から出土する土器は,赤色土器と黒色土器および褐色土器に大別される｡ 赤

色土器は後期先鉄器 (新石器)時代､黒色土器は2000年前から1000年前まで続く鉄器時

代のものと考えられており､赤色土器､黒色土器ともに､有文のものから無文のもの-と

いう編年的変化が想定されている (小川,1998). 共伴する遺物には､赤色土器期の層から

は石製ビーズ､方角石斧､土製耳飾,土製ペンダン ト､骨製装飾品など､黒色土器期の層

からはガラス製ビーズ､方角石斧,土製耳飾などが出土している｡また､地表面近くの貝

層から出土する褐色土器は近年まで使用されていたもので､14世紀以降の中国 Qタイ､チ

ャンバの陶磁器片とともに出土する (小川,1998)a

そこで筆者らは､フィリピンの先史文化を知る上での重要な手がかりとなる貝塚遺跡か

ら出土した人骨､獣骨および炭化木片の年代測定を進め､貝塚群の編年を試みた｡

試料と出土地点

今回分析した試料は､カガヤン河下流域の河岸段丘上の貝塚であるカタヤワン貝塚ファ

ウス ト｡シソン遺跡､同貝塚コンシソ遺跡､カ トウガン貝塚マルセリナ ｡ドンプリケ遺跡､

サンタマ リア貝塚クレメンテ ｡イリガェン遺跡から出土した人骨それぞれ 且点､カタヤワ

ン貝塚コンシソ遺跡から出土した獣骨 各点､サンタマ リア貝塚タレメンテ ｡イリガエン遺

跡から出土した炭化木片 6点の計 lS点である (図 且) O カタヤワン貝塚はこの貝塚群最大

の貝塚で､深さ2m､幅 100m､長さ500mにわたって貝塚が形成されているOファウス ト｡

シソン遺跡の人骨は貝層中の墓坑 (地表面下30-60cm)より出土したOコンシソ遺跡の軟

骨は地表面下35-146cmの各地点から､人骨はその下の墓葬祉 (地表面下 且65cm)から出

土したOカ トウガン貝塚はカタやワン貝塚の対岸に位置し､幅 30m､長さ 且00mほどの貝

塚である.地表面下 20-60cm の貝層中から人間の上腕骨､下顎骨､大腿骨が出土してい

るが､墓坑は確認されていない (田中,1997)O サンタマリア貝塚は上記の2貝塚と異なり､

Ikmの範囲内で直径100m､深さ旭 はどの地点貝塚が点在しているo貝層下のシル ト層中

から墓坑が検出されており (地表面下 80-且02cm)､人骨は無文黒色土器､ガラス製ビーズ
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とともに出土した (delaTorre,2000)｡炭化木片は､2点が貝層中､4点が墓坑の下のシ

ル ト層中から出土したO

試料の分析

試料は､骨試料に関しては､骨中の硬タンパクであるコラーゲンを用いた｡試料調製法

はおもに酸に不溶性のコラーゲンをえることを目的とし､有田ほか(1990)､中村ほか(1996)､

小池ほか(1991)､Chisholm andKoike(1996)等の方法に基づいて検討 ･設定したOまず人骨

試料のなかから保存状態の良い､赦密質の厚いものを選別し､デンタル ドリル､ピンセッ

ト等で試料表面の汚れを丁寧に除去したo次に試料を蒸留水で超音波洗浄して表面の細か

な汚れを除去したOカタヤワン貝塚ファウス ト｡シソン遺跡､カ トウガン貝塚､サンタマ

リア貝塚の人骨については､試料を知皿 程度の大きさに砕き､0.1NのNaOH溶液により

フミン酸などのアルカリ可溶成分を除去した後､蒸留水で洗浄して凍結乾燥し､乳鉢で細

かく粉砕したOカタヤワン貝塚コンシソ遺跡の骨試料については､凍結乾燥､粉砕を行っ

た後にアルカリ処理をおこない､蒸留水で洗浄した｡これをプラスチック製の遠心チュー

ブに入れ､0.1NのHCl溶液を加えてローテータで30分ほど溌拝した後､遠心して上澄み

を捨てるという行程を繰り返して脱灰したo得られたコラーゲンを蒸留水で洗浄して HCl

を除去し､凍結乾燥したOこうして得られたコラーゲン試料を ANCA-mass(Automated

Nitrog孤 aAdCqbonAn alysismassspectFOmCby,Eu叩 aSciendBc社)を用いて炭素､窒素含

有量とC伽 比､613C､615Nを測定し､コラーゲンの精製状況を検証した｡一方､炭化木

片は､蒸留水中で超音波洗浄した後､1.2NのHCl溶液とNaOH溶液を用いてAAA (酸-

アルカリー酸)処理を行った｡

このように調製した試料を酸化銅､銀線とともに (炭化木片は酸化銅のみ)バイコール

管に真空封入して 850℃で 4時間加熱し､生じた気体を液化窒素 (-196℃)および練化窒

素で冷却したエタノール (･115℃)を用いて､真空ラインで精製してCO2ガスを得たOこ

れを名古屋大学で水素溝元法 (Kitagatwaetal.,1993)によりグラファイ ト化し､タンデ ト

ロン加速器質量分析計2号機 (HVEE社製,Model-4130AMS)で14C年代測定をおこなっ

た (NakaJm etal.,2000)0 14C濃度の標準体としてNBS摩酸 (HOxll)を用いた.なお､

試料の同位体分別効果を補正するため､得られた C02の613C値を気体用質量分析計

(FinnisanMAT社製,MAT･252)により測定した (中札 1995)a

轄果

人骨コラーゲンの精製状況を確藩するのにはC/N比を用いた.カ トウガン貝塚の人骨が

2.9､カタヤワン貝塚及びサンタマリア貝塚の人骨3点が3.0であった｡コラーゲンの標準

的なC伽 比は3.2±0.5であり(Hqeandvo41Endt,1990)､このことから､コラーゲンの精製

状態はほぼ十分であると考えられるOカタヤワン貝塚コンシソ遺跡の獣骨 8点については､

C/N比が若干大きいものがあった｡これらはフミン酸等の除去が十分でなかった可能性が

あり､今後の試料調製法の検討課麿である｡

14C年代は､Libbyの半減期 556各年を用いて算出した｡測定誤差は±1αで示した｡また､

これらの14C年代を､コンピューター ･プログラムCalibETH (Niklauseta1.,1992)によ

り､暦年代 (±20)に較正した0

14C年代測定の結果を表 1に示す｡人骨に関しては､カタヤワン貝塚ファウス ト･シソ

ン遺跡が1145±20BP(1069-979GalBP)､コンシソ遺跡が1460±25BP(1384-1294cdBP)､

カ トウガン貝塚が 1880±20BP(l$76-1736catBP)､サンタマリア貝塚が 1635±20BP

(1560-1488calBP)という年代がえられた (図2)Oカタヤワン貝塚コンシソ遺跡の獣骨 8

点は､貝層深度35-146m の各層位でそれぞれ 1115±25BP(1056-957calBP)､1125±25
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BP(1059-962cdBP)､1220±25欄P(1174-且05SGalBP)､12且5±25BP(Ⅲ73-1057calBP)､

1185±25BP(1161-1050dlBP)､1240±25BP(1189-1063CatBP)､1240±25BP(1189-

1062calBP)､1225±25BP(1174- 1060calBP)という年代がえられたO上部の2試料､およ

びその下位の6試料はそれぞれ誤差範陶内でほぼ一致した (図3)0

サンタマリア貝塚の炭化木片は､貝層中の2点が 1510±20BP(1411-1334CatBP)およ

び 1490±35BP(1418-1297cal〕B]P)､シル ト層中の4点はそれぞれ2925±20BP(3089-2972

CalBP)､3165±25BP(3417-33朋 CalBP)､3025±20BP(3270-3149caiBP)､3185±25BP

(3461-3360GalBP)という年代がえられたO

考察

河岸段丘上の貝塚では､貝層からは黒色土器､その下のシル ト層からは無文の赤色土器

が出土しているO今回測定した4点の人骨は､いずれも鉄器時代に属する無文黒色土器を

含む貝層とシル ト層中に構築された墓葬虻より出土したものである (図2)Oこれまで､

黒色土器の文化層は2000払p-1000BPの範囲と考えられていたが､今回の人骨の 14C 年代

からは､無文黒色土器の文化層のみでも19008p-1100BPの範囲にわたることが分かった.

有文黒色土器の文化層もあることを考慮すると､黒色土器の文化層はより古くさかのぼる

可能性が高いO

カタヤワン貝塚コンシソ遺跡において､35cm～146cm の深さから出土した獣骨が 1250

BP～1100BPという14C 年代を示した (図3)｡ これらの較正暦年 (表 1)から､この貝

塚は 1200eatBPごろから約 250年の間で厚さ150cmにおよぶ貝層が形成されたと推定で

きるO

サンタマリア貝塚での較正暦年は､貝層中の炭化木片2点が1420-1300681BP､シル ト

層中に振り込まれた墓坑から無文黒色土器とともに出土した人骨が 1560-1490calBP､シ

ル ト層中の炭化木片4点は3460-2970calBPとなり､層位的にみて問題のないものであっ

たO

土器編年上の間居に関しては､すでに得られている石灰岩台地上のマガピット貝塚から

の有文赤色土器の 14C 年代が､炭化木片から2720±140BP卵-5396)および26iO±125BP

(N･5397)とえられており(小川,1997)､今回得られた測定結果では､サンタマリア貝塚の貝

層下シル ト層中の無文赤色土器が3450-3000calBPという較正暦年を示したo小川 (1998,

2000)によると､赤色土器の変藩を有文から無文-と想定しているが､今回の測定結果は

この結果が逆転する可能性を示唆しており､無文赤色土器の年代は有文赤色土器の年代よ

り古くさかのぼる可能性が確認された｡今後､この編年上の間層を解決するため､新たな

測定試料をマガピット貝塚から採取し､より精度の高い測定結果をもとにして､有文赤色

土器の年代を再検討する必要がある｡
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褒 詞 遺 跡 起 遺 物 も 測 定 値

遺跡 _ 試料 accessionNo.*九州大使用No. %C %N C/N d13C (‰)d15Ⅳ(‰)14C年代(yrBP)較正年代(calBP) 深度(cm) 測定コー ド

カ トウガン貝塚 ドンプリケ遺跡 人骨 II-95-Q4-12 00HM04 40,3 14.4 2.8 -18,5 9.2 1880±20 1876-1736 100% 20-60 NUTA2-757

カタヤワン貝塚シソン遺跡 人骨 Ⅰト95-p-212 00HM07 43.1 14.5 3.0 -19.4 10.1 1145±20 1069-979 100% 30-60 NUTA2-903

カタヤワン貝塚コンシーソ遺跡 猷骨 ⅠⅠ-96-V2-4149 00ttMl6 42.9 15.3 2.8 -20.8 6.6 1240±25 1189-1062 88.1% 135 肌汀A2-1851

カタヤワン貝塚コンシーソ遺跡 獣骨 II-96-V2-1058 00HM17 35.2 8.7 4.0 -21.6 12.3 1115±25 1056-957 100% 35 NUTA2-1852

カタヤワン貝塚コンシーソ'跡 猷骨 Ⅰエー96-V2-1993 00tA418 51.7 14.3 3.6 -16.0 9.0 1125±25 1059-962 100% 70 NUTA2-1853

カタヤワン貝塚コンシーソ遺跡 猷骨 ⅠⅠ-96-V2-2038 00HM19 49.4 14.3 3.5 -21.8 ll.3 1220±25 1174-1058 98.3% 80 NUTA2-1854

カタヤワン貝塚コンシーソ遺跡 猷骨 II-96-V2-2466 00HM21 43.1 15,0 2.9 -22.2 9.2 1215±25 1173-.1057 99,6% 98 NUTA2-1855

8カタヤワン日1穿コンシーソう歯担汰 [ 猷魯 ITT_qJミ_Vワ_ク.qOR I nnHM叩 [.ql lllA nl 1 7 l _1只 .TI I qク I ll只.R+?.R l11m､_1nRn Rqd砿I ln.F; lNTTTAワ_1只.qRq

I

2

0
9
-

カタヤワン貝塚コンシーソ遺跡 猷骨 II-96-V2-3949 00HM23 45.2 12.6 3,6 -13.3 ll.7 1240±25 1189-1063 87.2% 122 NUTA2-1869

カタヤワン貝塚コンシーソ遺跡 猷骨 II-96-V2-5284 00HM24 42.9 15,1 2.8 -22.6 7.4 1225±25 1174-1060 98.1% 146 NUTA2-1860

カタヤワン貝塚コンシーソ遺跡 人骨 ⅠⅠ-96-V2-6327 00HM25 40,0 13.6 3.0 -20.1 9.7 1460±25 1384.-1294 100% 165 NUTA2-1861

サンタマリア貝塚イリガエン遺跡 人骨 ⅠⅠ-95-0-9596 00一別08 14.7 5.0 3,0 -19,4 8.8 1635±20 1560-1488 85.4% 80-.102 NUTA2-904

サンタマリア貝塚イリガエン遺跡 炭化木片 II-95-0-8695 0-W-8695 - - - -24.8 - 1510±20 1411-1334 100% - NUTA2-910

サンタマリア貝塚イリガエン遺跡 炭化木片 ⅠⅠ-95-0-8700 0-W-8700 - - - -26.4 - 1490±35 1418-.1297 98.7% - NUTA2-911

サンタマリア貝塚イリガエン遺跡 炭化木片 II-95-0-8705 0-W-8705 - - - -26.1 - 2925±20 3089-.2972 85,5% 111 NUTA2-912

サンタマリア貝塚イリガエン遺跡 炭化木片 Ⅰト95-0-8706 0-W-8706 - - - -26.3 - 3165±25 3417-3344 82.7% 135 NUTA2-913

サンタマリア貝塚イリガエン遺跡 炭化木片 II-95-0-9598 0-W-9598 - - - -28.2 - 3025±20 3270-3149 87.4% 80､-80.5NUTA2-914

サンタマリア貝塚イリガエン遺跡 炭化木片 ⅠⅠ-95-(ト9601 0-W-9601 - - -25.4 - 3185±25 3461-3360 100%132-135,NUTA2-917
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図1 貝塚群の位置図
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カ トウガン貝塚

ドンブリケ遺跡

貝層 分 布
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長 さ500m
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カ タ ヤ ワ ン 貝 塚

フ ァ ウ ス ト ｡シ ソ ン 遺 跡

標高7m

カガヤン川
貝層深度

0.7m

サンタマ リア貝塚

イリガエン遺跡

貝

∴

人骨 r8TaogoBP(1876-け36catBP)

表層

00HMO7

且145土20BP(1069-979GalBP)

炭化木片

色土器

0-W -8095

且510士20BP(14m～且334Ga且BP)
0-W-8700

1490土35BP(且射8-1297eatBP)

00HMO8

人骨 1635士20BP(1560-1488CalBP)

無文赤色土器

炭化木片

0-W -8705

2925土20BP(3089-2972Ca且BP)
0-W_i706

3165i25BP(3417-3344CalBP)
0-W -9598

3025土20BP(3270-3149GalBP)
0 -W-9601

3185土25BP(3461-3360GalBP)

図 2 遺物の出土状況と年代
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00HM24

1225士25BP(1174Q̂ 1060catBP)

人骨 晋霊芝 …55BP(13糾叫 294cdBP)

depthand14Cage

l000 1100 1200 1300 14001500

14C令ge(BP)

図3カタヤワン､コンシソ遺跡の出土遺物と年代
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